
情に

地震の揺れに伴う電気機器からの出火や、停電が復旧したときに発生する火災を「電気火災」といいます。
電気火災対策には、地震の揺れを感知し自動的に電気を止める「感震ブレーカー」が効果的です。

窓ガラスには飛散防止フィルムを貼りましょう。粘着マットや固定器具等で、テレビをテレビ台と壁に
固定しましょう。

タンスや食器棚等を固定し、とめ金や滑り止めシート等で中身の飛び出しを防ぎましょう。

出典：経済産業省「感震ブレーカー普及啓発チラシ」

出典：首相官邸「災害の「備え」チェックリスト」

出典：内閣府（防災担当） 「みんなで減災」

　　　　　　　　　地震に備えるための対策
●家具類の転倒・窓ガラス等の飛散を防ぐ

●ブレーカーを切り、電気火災を防ぐ

音更町地震防災マップ 令和４年３月
音更町

この地震防災マップは、ご家族の皆さんが、すぐにわかる場所に保管してください。
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災害の「備え」チェックリスト

□ 水

□ 食品
　　（ご飯（アルファ米など）、レトルト食品、ビスケット、

      チョコ、乾パンなど：最低3日分の用意！）

□ 防災用ヘルメット・防災ずきん

□ 衣類・下着

□ レインウェア

□ 紐なしのズック靴

□ 懐中電灯 （※手動充電式が便利）

□ 携帯ラジオ （※手動充電式が便利）

□ 予備電池・携帯充電器

□ マッチ・ろうそく

□ 救急用品
　　 （ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など）

□ 使い捨てカイロ

□ ブランケット

□ 軍手

□ 洗面用具

□ 歯ブラシ・歯磨き粉

□ タオル

□ ペン・ノート

□ 貴重品
   　（通帳、現金、パスポート、運転免許証、

       病院の診察券、マイナンバーカードなど）

□ マスク

□ 手指消毒用アルコール

□ 石けん・ハンドソープ

□ ウェットティッシュ

□ 体温計

□ 食料や水（最低3日分！できれば1週間分）×家族分
     保存期間の長いものを多めに買っておき、消費したら補充するという習慣にしていれば、常に食料の備蓄が可能！

□ 生活用品
　　 例えば、ティッシュペーパー、トイレットペーパー、ラップ、ごみ袋、ポリタンク、携帯用トイレ…など

□ ミルク（キューブタイプ）

□ 使い捨て哺乳瓶
□ 離乳食
□ 携帯カトラリー
□ 子供用紙オムツ
□ お尻ふき
□ 携帯用お尻洗浄機
□ ネックライト
□ 抱っこひも
□ 子供の靴

□ 生理用品

□ おりものシート

□ サニタリーショーツ

□ 防犯ブザー／ホイッスル

□ 中身の見えないごみ袋

□ 大人用紙パンツ

□ 杖

□ 補聴器

□ 入れ歯

□ 入れ歯洗浄剤

□ 男性用吸水パッド

□ デリケートゾーンの洗浄剤

□ 持病の薬

□ お薬手帳のコピー

感染症対策

子供がいる家庭の備え 高齢者がいる家庭の備え

女性の備え
非常用持ち出し袋（避難の際に持ち出すもの）

備蓄品（家に備えておくとよいもの）



測量法に基づく国土地理院長承認（複製）R 3JHf 453
本製品を複製する場合には、国土地理院の長の承認を得なければならない。

■平常時
・地域の避難場所･避難経路及び家族の集合場所や連絡方法を確認
しましょう

・普段から、崖崩れなどが起きやすい場所を確認しておきましょう
・建物の補強、家具の固定をしましょう
・火気器具の点検や火気周辺の可燃物に注意し、消火器を用意しま
しょう

・地域の防災訓練に進んで参加しましょう
・となり近所と地震時の協力について話し合いましょう

■地震発生時
・まず我が身の安全を守りましょう
・特に緊急地震速報を見聞きしたときには、まわりの人に声をかけ
ながら、周囲の状況に応じて、あわてずに行動しましょう

・火気使用時は、強い揺れがおさまってから火の始末をしましょう
・火が出たら、まず消火しましょう
・あわてて戸外に飛び出さず、出口を確保しましょう
・看板、割れたガラスなどの落下に備え、ビルのそばから離れまし
ょう

・狭い路地、塀のわき、崖、川べりには近寄らないようにしましょう
・山崩れ、崖崩れ、浸水に注意しましょう
・避難は徒歩で、持ち物は最小限にしましょう
・みんなが協力し合って、応急救護をしましょう
・正しい情報をつかみ、デマやウワサに惑わされないようにしまし
ょう

・車の走行中に強い揺れを感じたときは、急ハンドル、急ブレーキ
を避けるなど、できるだけ安全な方法により、道路の左側に停止
させましょう

・車の停止後は、ラジオなどで地震情報や交通情報を聞き、その情
報や周囲の状況に応じて行動しましょう

・車を置いて避難するときは、できるだけ路外に移動しましょう。
やむを得ず路上に置いて避難するときは、左側に寄せて駐車し、
キーを付けたまま、ドアロックをしないで避難しましょう

・避難先では秩序を守り、衛生に注意しましょう

地震に対する心構え

避難場所及び避難所については、令和４年３月末現在とする。
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